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はじめに

この度、六ヶ所村社会福祉協議会では、住民組織代表、関係行政機関、社会

福祉施設、福祉関係団体、教育・保健関係者、学識経験者、村社協、その他会

長が必要と認める者で構成する六ヶ所村地域福祉活動計画策定委員会を設置

し、第3次六ヶ所村地域福祉活動計画を策定いたしました。

私たちが住む六ヶ所村においても少子高齢化と人口減少が進んでおり、核家

族化の増大や価値観の多様化により個人主義が進み、地域内での人と人のつな

がりが希薄化しています。これまでは当たり前だった家族内での相互扶助が困

難となり、さらに生活困窮などの生活上のさまざまな課題を抱えている人々が

増えています。

これからも住み慣れた地域で暮らし続けるためには、公的制度による支援だ

けでは限界があり、住民参加のもと行政をはじめ、自治会、民生委員児童委員

協議会などの関係機関や福祉団体、施設、ボランティア団体などと連携・協働

し、自助・共助・互助・公助の取り組みをさらに推し進めていくことが重要に

なります。

この第3次六ヶ所村地域福祉活動計画は、今後5年間の六ヶ所村社会福祉協

議会の活動の基本となるものです。計画に基づいて地域福祉を一層推進するた

め、住民、関係機関、関係団体の皆さま方のご支援ご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

終わりに、本計画策定にあたりまして多大なるご尽力をいただきました策定

委員会委員の皆さまをはじめ、ご協力をいただいた関係者の皆さまに対しまし

て、心より感謝申し上げます。

令和7年3月

社会福祉法人 六ヶ所村社会福祉協議会

会長橋本喜代二
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第1章

地域福祉活動計画の基本方針

第1節 基本理念

第2節 基本目標

第3節 策定方法

第4節 計画の体系図



第1章 地域福祉活動計画の基本方針

第1節 基本理念

笑顔の見える福祉・喜びの持てる福祉・夢と希望の持てる福祉

近年、少子高齢化の進展や核家族化の進行、一人暮らし高齢者及び高齢世

帯の増加など、生活の営み方、人生観、価値観など個人の生き方が多様化し

ています。そして、そのことによって生み出される生活課題や福祉ニーズは

複雑化し、常に変化しています。

また、大規模な自然災害が多発し、災害時における高齢者や障がい者等に

対する支援についても関心が高まっています。

こうした課題を解決し、ニーズに対応するためには、これまでのように行

政によるサービスの提供だけでは対応が難しく、地域にあるさまざまな団

体、人々が連携し、皆が幸せであるために何ができるのかを考え、共に解決

に向け取り組んでいく必要があります。

住み慣れた自分たちの地域で、自分らしい暮らしが続けられるように、住

民一人ひとりのほか、自治会・町内会・ボランティア活動などの取り組み、

行政などが連携し、協働によって支え合い、助け合っていくことが求められ

ています。

わたしたちは、「笑顔の見える福祉・喜びの持てる福祉・夢と希望の持てる

福祉」を基本理念とし、さまざまな人々がお互いを尊重しあい暮らす「地域

共生社会」の実現をめざし、地域住民とともに地域福祉を推進して参りま

す。
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第2節 基本目標

1. 地域に笑顔の見えるまちづくり

わたしたちは、地域に住む全ての人がその人らしく、いきいきとした生活

が送れるように、地域住民で支え合い、そして助け合い、「地域に笑顔の見え

るまちづくり」を目指します。

2. 喜びを持ち共に支え合うまちづくり

わたしたちは、地域で暮らす全ての住民が地域福祉に関心を持ち、地域福

祉の担い手となり、「喜びを持ち共に支え合うまちづくり」を目指します。

3. 夢と希望と生きがいのあるまちづくり

わたしたちは、地域で安心して暮らしていけるよう、住民同士のふれあ

い、交流の促進など、地域の絆・つながりを強める取り組みを進め、「夢と希

望と生きがいのあるまちづくり」を目指します。

第3節 策定方法

この計画の参考資料として、「六ヶ所村地域福祉計画策定のためのアンケー

ト調査結果(調査期間:令和4年9月~10月)」を活用しました。調査結果

から見える各項目の具体的な数値と分析の結果をもとに、活動計画では、具

体的に何を行うべきで、どのように活動を展開するべきかという視点へとつ

なぎ、計画を策定しました。
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